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富山県黒部市との姉妹都市締結について 

 

１．経緯 

本市と富山県黒部市との交流は，昭和４９年に YKKAP東北製造所（現在）創設に伴い，

同社製造所があった黒部市から多くの社員が本市へ移住したことに始まる。以来，現在も

同社の人事異動等による交流が続いており，本市に定住した人々は地域コミュニティー

の一員となっており，黒部市へ U ターンした人々は本市の紹介役を担っていただいてい

る。 

平成２３年，東日本大震災により本市が内陸部最大規模の被災地となった際には，

YKKAP 各製造所社員のつながりによって多くの物資が届けられるとともに，ボランティア

として早期復興に支援をいただいた。また，令和元年東日本台風で本市が被災した際に

は黒部市から応援職員派遣の申し出があり，災害復旧に尽力をいただいた。 

これらを縁として両市議会による交流も重ねられ，令和２年１０月８日には，両市の安

全・安心の基盤が強固になること，交流の輪が広がることを期待して「災害時等における

相互応援に関する協定」を締結した。 

協定締結以降両市の交流が進展し，令和３年には互いの物産フェアを開催するなど，

相互の協力によってコロナ禍における観光物産振興の取り組みも進められており，継続し

て更なる交流を期待する市民の声が聞かれるようになった。 

温泉，峡谷，豊かな自然等の共通点や，東北と北陸，内陸のまちと海のまちという特徴

を活用し合うことで，両市の交流人口の拡大が期待できることから姉妹都市の締結を行う

もの。 

 

２．目的 

新たに姉妹都市を締結することにより，交流人口の拡大を図るとともに，他地域の歴

史・文化など異なる風土に触れることで，本市を見直す機会につなげていく。 

 

３．効果  

  移住・定住の多くの前例がある自治体であり，交流を深めていくことで移住者の拡大を期

待できる。また，北陸は本市の姉妹都市等がない地域であり，観光物産振興や教育旅行

の誘致等，新たな需要創出の契機とすることができる。 

 

４．今後の予定 

 〇１１月５日（金）「大崎市・黒部市姉妹都市締結調印式」 

場所：黒部市内ホテル 

 〇１１月６日（土）「黒部市市制施行 15周年記念式典」 

 〇１１月５日（金）～７日（日）「姉妹都市締結にかかる大崎市民親善訪問団」 

定員：１５名程度 

募集：広報おおさき１０月号、市ウェブサイトでお知らせ 

概要：姉妹都市締結調印式・黒部市市制施行１５周年記念式典参加，YKKセンター 

パーク見学 他（参加費は自費） 
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５．大崎市の姉妹・友好都市等 

都市名 提携月日等 提携の経緯 当初提携 

東京都 

台東区 

【姉妹都市】 

1984/1/14 

（昭和 59年） 

東北新幹線の上野駅開業を控えて観光キャンペーン

のため古川市を訪れた台東区長が，古川市長と意気投

合。上野浅草キャラバン隊の来古，古川市民号の台東

区訪問など交流が深まり提携。 

旧古川市 

愛媛県 

宇和島市 

【姉妹都市】 

1999/3/27 

（平成 11年） 

宇和島藩初代藩主秀宗公と岩出山初代領主宗泰公が

兄弟という深い絆で結ばれていることから，宇和島城築

城 400年にあたる平成 11年に提携。 

旧岩出山町 

北海道 

当別町 

【姉妹都市】 

2000/10/12 

（平成 12年） 

岩出山伊達家 10代当主邦直公が，家臣とともに当別を

開拓したという歴史的に深い絆で結ばれていることか

ら，当別町開拓 130周年にあたる平成 12年に提携。 

旧岩出山町 

山形県 

遊佐町 

【兄弟町】 

1992/10/30 

（平成 4年） 

旧鳴子町に遊佐の姓を名乗る家が 200戸あり，平成元

年 4月に「鳴子に在住する遊佐姓の祖先が山形県遊佐

町にあるのでは」と考えた遊佐姓を名乗る当時の鳴子

町議員 4名が遊佐町を表敬訪問して交流が始まり，平

成 4年に提携。 

旧鳴子町 

山形県 

酒田市 

（旧松山町） 

【友好都市】 

1982/7/9 

（昭和 57年） 

昭和 53年 7月，宮城県松山町青年キャンプ大会が鳥

海山麓で開かれた際，同じ松山町があることを知った青

年の交流から始まった。両町は歴史，風土，規模など

多くの類似点があることから，昭和 57年に提携。 

旧松山町 

大阪府 

田尻町 

【友好都市】 

1991/10/10 

（平成 3年） 

「田尻町」という名が，全国でただ 2つであることを契機

に交流が始まり，平成 3年に提携。 
旧田尻町 

横浜市 

港南区 

【姉妹 ・友好都

市 に準 ず る

都市】 

1991/3/25 

（平成 3年） 

旧三本木町で昭和５９年に食用ひまわり栽培がスタート

し，港南区では昭和５４年「ひまわり」を区花として制定

したことで，「ひまわり」が縁で交流が始まり，平成３年３

月２５日当時の三本木町観光物産協会長と港南区連合

町内会長連絡協議会長で「ひまわり交流の証」を調印。 

旧三本木町 

アメリカ合衆国 

オハイオ州 

ミドルタウン市 

【姉妹都市】 

1990/10/18 

（平成2年） 

昭和61年，オハイオ州国際親善合唱団「プロミセス」が

東北公演の際に旧古川市を訪れ，ホームステイや親善

音楽祭等で親交を深めたことを契機に提携。 

旧古川市 
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アメリカ合衆国 

ジョージア州

ダブリン市 

【姉妹都市】 

1998/5/29 

（平成10年） 

旧三本木町あるＹＫＫＡＰ㈱東北事業所とＹＫＫＡＰ㈱

アメリカ ダブリン工場の取り持ちで，平成2年にダブリン

市長一行が来日した際，旧三本木町を表敬訪問したこ

とを契機として提携。 

旧三本木町 

中国 

河南省 

鄭州市金水区 

【友好都市】 

1994/7/19 

（平成6年） 

青年の船友の会が河南省鄭州を視察した際，昔から黄

河による水害との戦いが歴史に残され，米作を中心とし

た農業を基幹産業として発展した地域であるという，旧

鹿島台町と歴史，産業，風土が非常によく似ていること

から提携。 

旧鹿島台町 

 

６．富山県黒部市の姉妹都市等 

都市名 提携月日等 提携の経緯 

北海道 

根室市 

【姉妹都市】 

1976/10/19 

（昭和 51年） 

明治初期より北洋漁業の開拓を通じて交流があり，黒部市から根室

市を経由して北方領土へ渡るなど人的・経済的な交流が深く，北方領

土の早期返還を共通の悲願として提携。 

オランダ 

スドウェスト・ 

フリースラン市 

【姉妹都市】 

1970/9/10 

（昭和 45年） 

黒部市に拠点を置く国際企業ＹＫＫ㈱の欧州初工場がスネーク市に

進出したことを縁に，市民相互の友好と親善，教育，産業などの交流

促進のため提携。 

 

７．黒部市の概要 

自治体名 黒部市 大崎市 

人口（R3.4.1） 40,706人 127,581人 

世帯数（R3.4.1） 15,719世帯 52,216世帯 

面 積 427.96平方キロメートル 796.81平方キロメートル 

合併等 
平成 18年 3月 31日 

（黒部市･宇奈月町） 

平成 18年 3月 31日 

（古川市･松山町･三本木町･ 

鹿島台町･岩出山町･鳴子町･ 

田尻町） 

議員定数 18人 30人 

産業別就業 

人口割合 

（H27国勢調査） 

第 1次産業  4.0％ 

第 2次産業 43.5％ 

第 3次産業 52.3％ 

第 1次産業  8.4％ 

第 2次産業 30.0％ 

第 3次産業 61.6％ 
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主な立地企業 YKKAP（株） 
YKKAP（株） 

アルプスアルパイン（株） 

自然文化 

日本ジオパーク 

中部山岳国立公園 

全国名水百選 

世界農業遺産 

ラムサール条約湿地 

栗駒国定公園 

主な観光・ 

イベント 

黒部名水マラソン 

くろべ生地浜海上花火大会 

宇奈月温泉雪上花火大会 

黒部渓谷トロッコ電車 

古川まつり 

鹿島台互市 

政宗公まつり 

全国こけしまつり 

鳴子峡 


